
今回の取材地は、忍者の里・伊賀。航空機主翼の加工システムをはじめ、名だたる大企業の技術を、ふだんは目に見
えないところで数多く支えている会社です。社長が語る「忍者的発想」とともに、お話をうかがってまいりました！

株式会社 北岡鉄工所第81回目

〒518-0809 三重県伊賀市西明寺2231番地
TEL (0595)26-2555
www.ktok-iw.co.jp

忍者との共通点とは!?
ハル：よろしくお願いします。伊賀と
いえば忍者が有名ですが、それにし
ても御社のパンフレットを開いたら
冒頭に「『音なく、匂ひなく、知名
なく、勇名もなし 』と忍術秘伝書
にも書かれているように、誰の仕業
かわからないような仕事をしたのが
忍者です。」と書いてあってびっく
りしました(笑)。でもたしかに、独自
の加工技術や発想をもとに、各業界
の先進的コア技術を提供してきた御
社は、“ふだん人目には触れないと
ころで大きな業績をあげている”と
いう点では忍者に通じるところがあ
りますね。
北岡：そうですね。当社は昭和39年に
創業して以来、常識にとらわれず多
様性に富んだ会社づくりを目指して
きました。当社のような名もなき企
業こそが、かえって柔軟に最先端の
情報をより早く得ることができたり、
コアな情報や技術を他に漏洩するこ
となくしっかり守っていくことがで
きると思います。伊賀の地は、行政
は名古屋、経済は大阪、文化は京都
と、さまざまなところから影響を受
けているんですよ。
ハル：北岡社長は伊賀のご出身なんで
すか?
北岡：そうです。北岡鉄工所は50年ほ
ど前に父が創業しました。私は2代目

イヤモンドを丸ごと刃部に使用して
いるとか。
北岡：ええ。世界にない単結晶ダイヤ
モンド工具をと考えました。多刃の
単結晶ダイヤモンドエンドミルも開
発中です。当社の工場で使っている
設備や設計は必ず独自でカスタマイ
ズし、性能向上や情報が漏れないよ
うにしています。

北岡社長の発想法
ハル：今はどのようなものが御社の
主力なんですか?
北岡：航空機の主翼加工システム等の
航空関係ですね。ウォータージェッ
トで加工するシステムをプレゼン
したところ、即採用になりました。
ハル： きっとそれまでにも大手メー

カーも試行錯誤してただろうに、そ
の発想を上回るやり方を考案したん
ですね。そうした独自の技術やシス
テムをいろいろお持ちのようですが
どうやって思いつくんですか?
北岡：この加工システムに限らず、私
はまず「一般的な考え方」と「それ
に対局する考え方」の両方をじっく
り考察するんです。そうすると見え
てくるものがあるんですよ。また、
開発や実験には6軸加工機やブルーレ

ーザ測定器など最高級のものを使っ
ています。そこに今まで培ってきた

□■今回のお題：忍者的発想!?■□

ハルちゃんって誰？

本誌の編集担当者。みなさん、夏
休みは堪能されましたか? 私は今
年はどこにもゆけず、ひたすら実
家と祖母宅との往復で終わってし
まいました～(ToT)。というわけで、
今回の取材はほぼ唯一と言ってい
い遠くへのおでかけ！ はりきりす
ぎて、行きの新幹線では東京駅に
てお弁当を3つとおやつとお茶とコ
ーヒー（食べるのは2人）を買って
しまったのは内緒です。

社長になりますが、早くから実質的
な経営をやってきましたので、2代
目というより1.5代目ですね(笑)。
ハル：御社はダイヤモンド工具や半
導体製造部品の製造をはじめ、独自
の技術で大手企業にコア技術を提供
なさっているそうですが、創業当時
からこういったことを手がけていた
んですか?
北岡：いえ、当初は孫請けです。ダ
イヤモンド工具の台金製造が主流で、
難しい・納期がない・安い、が多か
ったですね。でもあの時代に、逆境
に立ち向かう強さを培いました。
2000年くらいまでは順調に下請けの
仕事もありました。ところがITバブ
ルが弾けたとたん、儲からない仕事
ばかりになりました。あの頃は売上
が6割に減りましたね。
ハル：それは大変でしたね 。
北岡：でも、すべて天の思し召しで
す。うまくいかないというのは問題
がある点（天?）を見直せと言われ
ているということなんです。そこで
問題点を徹底的に見直すとともに新
たな技術開発を試行錯誤してきた結
果、現在に至るというわけです。
ハル：なるほど、点と天ですか。そ
ういえば御社の製品には単結晶ダイ
ヤモンドのツイストドリルもありま
すよね。ダイヤモンドコーティング
や多結晶ダイヤではなく、単結晶ダ

代表取締役社長

北岡 正次 氏
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技術と新たな発想を加える。昔からの
古い技術と最新の技術を融合させると
突き抜けたものができると思います。
最新のものだけではダメなんですよ。
「新しきを温ねて故きを知る」（温故
知新）ですね。
ハル：なるほど～。
北岡：私は「工芸品を工業品に」という
ことを常に頭に置いているので、工芸
展にはよく足を運んでいます。たとえ
ば螺鈿（らでん）なら、硬い貝片とや
わらかい漆の組み合わせから発想を広
げて、何かとダイヤモンドを一緒に加
工する実験を繰り返したりね。
ハル：あらゆるところにアイデアのタネ
があるんだなあ。御社には金属のみな
らず、ダイヤモンドをはじめとするさ
まざまな非金属加工で培ってきた技術
もありますもんね。ダイヤモンドとい
えば、御社の応接室にダイヤモンドの
真球写真がありましたが、あれはどう
いった製品なんですか? 取材に同行し
た某教授がまっ先に飛びついて反応し
てましたけど (笑)。
北岡：あれは製品ではありませんよ。
ハル：へっ?
北岡：当社ではまず、究極の形をつくっ
てみるのです。まず頂点、究極のとこ
ろに手をつけるということですね。究
極のものをつくって、あちこち見せて
回るんです。そうすると、たとえば今
回のように、そこに付加価値を見出し
た方が新たな提案や相談を持ちかけて

安になることはありませんか?
北岡：「自分がやってることが、必
ず来んねん」という、確固たる妄想
がないとダメですね(笑)。発想10年
開発5年で、世間の需要が生まれて
くるものなんですよ。
ハル：情報を集め、分析して先読み
するという忍者的手法のなせるワザ
ですね！ でも誰でも斬新なアイデ
アが浮かぶとは限らないし、北岡社
長のあとを継いでそういったアイデ
アを生み出すトップの方を見い出す
のは大変そう 。
北岡：いや、同じタイプの経営者が
2代続いたらダメなんです。種を蒔
く人 育てる人 また種を蒔く人、
という流れのほうがいいと思います
よ。

今後の展望は?
ハル：今開発中のものには、どんな
製品があるんですか?
北岡：たとえば自由形状で高精度な
単結晶ダイヤモンド工具を試作開発
しています。同時5軸制御のレーザ

照射で微細加工する技術を開発し、
ダイヤモンドやcBNへの微細3次元
加工を施す加工システムです。

また、最近オーディオのお話をいた
だき、先端の軸もダイヤモンドで一
体化したレコード針をつくったりし
ていますよ。興味の対象は尽きませ
んね。

くださることも多いのです。伊賀の忍
者は各地特産品を定期的に買いに廻っ
たりして情報を集め、その情報分析を
していたといわれています。こういっ
た点も、当社のやり方と共通していま
すね(笑)。
ハル：そういう方法もあるのかあ。企
業を発展させるために考えついたんで
すか?
北岡：いや、単なる性分ですわ(笑)。小
学生の頃から、たとえば算数のテスト
で5問あったら、一番難しい5問目から
手をつけるようなヘソ曲がりな子供で
したから。できる問題をやっても何も
進歩しませんからね。とはいえ、今の
私はアイデアを出すだけです。「丸い
ダイヤをつくりたいんや」とだけ言っ
て、あとは社員に任せます。社員が本
当に煮詰まっていたら、ちょっとヒン
トは与えますが。
ハル：見てるとうずうずしちゃいませ
ん?
北岡：ですから社長室に引っ込んで、
なるべく見ないようにしています。今
は自分の中に新たなテーマが見つかっ
たので、そちらに没頭しています。商
品の寿命が短い時代ですから、何かひ
とつにこだわらず、柔軟に次々と手を
変えていく必要があります。狙ってい
た市場に進出して、落ち着いたら若い
者に任せ、私は次のことを考えるので
す。
ハル：ご自身のアイデアについて、不

伊賀といえば 伊賀牛！ 前にも書いたように普段は特売

りの肉が御用達のワタクシですが、取材時となれば話は別

です！ というわけで、伊賀牛と地元で採れた新鮮なお野

菜の網焼きを堪能してまいりました♪ 炭をおこし、女将さ

んがサッとタレにつけてから焼いてくださる伊賀牛は、厚み

があるのにお箸で切り分けられるほどやわらかくてジューシ

ー。ほおばると、お肉自身の甘みが口いっぱいにひろがっ

て、もう悦楽の境地です。都内でごくごくたまに奮発して高

いお店でお肉を食べることもあるけど、美味しさのレベルが

違うなあ。う～、思い出しただけでヨダレが出てきた 。

ダイヤモンドの真球

北岡鉄工所さんが手がけている製品の一
部をご紹介♪ 上段左から、単結晶ダイヤ
モンドツイストドリル4枚刃（φ0.5）ならびに2
枚刃（φ0.3）、単結晶ダイヤモンドセンター
ドリル。下段は単結晶ダイヤモンド球軸一
体型スタイラス（φ0.2）です。
日本のものづくりを陰から支えている、優秀
な忍者たちなんですね！

取材のあとのお楽しみ♪

本文内にも書きましたが、取材場所
の応接室に入ったとたん、同行の某
教授が飛びついたのがこれ。素人の
ワタシからすると「おお、丸い！」
としかわからないのですが、知識あ
る方はこれを見ただけでその技術力
や新たな可能性が見えるらしく、取
材後はこの真球をきっかけに、様々
な談義に花が咲いていました。忍者
的手法、効果絶大のようですね！
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